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aaca法人会長

(株 )夕島夕
茨城県西茨城郡友部薄旭lll」255
1EL0296-77-1173

「Stone TimeJ
]250ヽ 6200X l100mm

小野行雄氏監修により、自御影石の代表格、稲田石を
ベースに黒御詣石とステンレスで」1]場を持たせま し

た。緩やかな曲線と様々な素材を活かしたデザインに

なり、シンプルでかつ重厚感があり、優雅さを感 じさ

せる作品です。

故 芦原義信会長におかれましては

本年初夏の頃より人院療養中でありま

したが、加療の効なく平成15年 9月 24

日ご逝去されました。ここに謹んで哀

悼の意を捧げさせていただきます。

芦原会長のご死去に際しては、当会

にとりましてあまりにも突然のことで

あり困惑いたしたところでありますが、

会長空 liの 状況では今後の会運営に支

障を来し兼ねないことと推察し、去る

10月 28日 定例理事会において、阪[J誠

造副会長理事に通常総会 (2004年 6月 )

まで協会会長職を務めていただくこと

に理事会全員一致で決定いたしました。

CONttENttS

芦原会長を偲んで 1

時代の華一輪           4
aacaトーク            6
aaca見学会に参加 して       9

■表紙デザイン

高部 多恵子

表紙の作品を募集しています。     ・ヽ

事務局までお問い合わせください。

尚表紙のレイアウトは、広報委員会で行います

のでこ了承下さい。

発行 :蟹日本建築美術工芸協会

Phone03-3457-7998
Fax  03-3457-]598
〒108-00]4

東京都港区芝 5-26-20

建築会館 6F
∪RL i httpブ /wlllw aacap com

E― lln a‖ li nFo@aacalp com

垂3イ更]辰替 100110-2-365085

編  集 :(社 )日 本建築美術工芸協会 広報委員会

委 員 長 玉見 満

冨」委 員 長 高部多恵子

北村孝昭、石田県人、山崎輝子

長谷川宇、瀬川秀之、l■日興三

事 務 局 長 伊藤留雄

制作協力 :中栄印刷工業株式会社

aaca会員 (株)竹中工務店 設計部 総括部長

建築家
KAl″AKITA EI

サ|1北  難
東京都中央区銀座8丁目2トー

'TEL03-3542-7100

「アートガーデンJ
設置場lnI:岡ユ1市

現代建築を 10(〕年後に評価 tノ たらどういうことにな

るか。経済優先の建築と tノてはあまり面白くない時代

だつたとしヽう評論家の声が聞こえてきます。その声を

llち消すためにも既成の概念を越えること、異世界を

優路すること。それが今の私のテーマです。

aaca会員
NACARA YOSHlK0

犠 柄 緩 予
東京都世田谷区東玉サ111-?2-18
TEL03-3729-6231

「SttADtt OAR⑬籠録慮
194× 260om

絵画1よ平面ですが建築とコラボレイ トすることによっ

て空間に心地よしヽ空気を醸すこ1と が出来ます。絵画の

もつこの要素を空間構成に積極的に採用される時代を

夢見ます。

aaca会員
フラワーデザイナー

MORIκAい√A H180MI

蘇 1:|ひ ろ み
鎌倉市二階堂373-5
TEL046 7-24-55/15

銀磨のフインバー

食卓からパーティーテーブルまで、花のある生活をこ

の作品は、ワイン色の トルコキキョウとイタリアの習

慣にならつて青いムギをアレンジしましたG花器はイ

タリアのテラコッタですc

ア ビ /~/ラ ンス



aaca新 会長

(株 )坂 P_建築研究所最高顧問

SAくATA SEIZOU

阪田誠造 鰊 鏃鋏絋雉劣褥覺厖

芦原先生の思い出

社団法人「日本建築美li工芸協会」を

設立以来 15年間、建築 美術 工芸を

総合 し、文化の交流発信に大きな貢献を

された会長、芦原義信先生のこ逝去に対

し、全会員の衷悼をここに捧げます。

芦原先生には、坂倉準三建築研究所の

縁で、私は日本建築美術協会入会以前か

ら、こ指導こ高配をいただきましたが、

先生のお人柄や多彩な才能には、交流が

深くなるに従い敬服と魅了を一層大きく

感じるばかりでした。

先生は殿様の風格と同時に、公明大義

の精神を強 く持つてお られたと思いま

す。先生のお住居に、先生の人間性の現

れを感 じます。西原の住居と軽井沢の別

荘に、執筆 読書 スケッチに集中され

た独特の書斎に共感を覚え、庭に愛用さ

71た露天風呂があるのも興味深い発見で

した。

先生 l~夫妻と旅行する機会を持つたこ

とで、忘れら4‐lぬ思い出が残りました。

昨年、 AACAの函館シンポジウムの折、

先生こ夫妻が仲良く肩を組まれ函館山麓

の街区を楽しく歩かれていたお姿が、今

もありありと目に浮かびます。数年前の

ヘルシンキで国際シンポジウムの折、先

生こ夫妻と芦原事務所OBの方々と一緒

に、私たち夫妻も共に楽しい数日を過こ

しました。フィンラン ドは先生が最も親

しまね愛された土地、建築と知りました。

国際シンポジウムでの見事な英語の記念

講演を聞き、私たちはその後アアル トの

建築始め見学ツアーと、芦原事務所OB
でフィンラン ド人と結婚された方のお住

居でのパーテイに参加 しました。その湖

畔の別荘では、サウナに入つた後、前の

湖水に真裸のままとび入るなど、フィン

ラン ドを満喫 した楽 しい旅でした。先生

も終始全く同じ、裸のお付き合いの仲間

でした。こんなに早く亡くなられるとはc

まことに残念の極みです。

先生が鋭意築かれてきた「日本建築美

術工芸協会Jの発展を目指 して、今後は

全会員が共に力を合わせ、よリー層の尽

力を継続することを誓いたいと存 じま

す。
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賤 予繹絋冬魏憮覺わ

1弔1辞

日本芸術院会員、芦原義信先生がこ逝

去され、本日ここに先生のこ葬儀が営ま

れますことは、誠に哀惜に堪えないとこ

ろであります。

先生は、大正七年東京に生まれ、昭和

十七年東京帝国大学建築学科を卒業さ/11

その後、同二八年、戦後初の留学生とし

て八―バー ド大学大学院に学ばれデザイ

ン学を専攻 し、帰国後の同三一年芦原義

信建築設計研究所を設立 して数々の名建

築を設計され、我が国を代表する建築家

の地位を確立されました。また、そのか

たわら東京大学、武蔵野美術大学、法政

大学等の教壇に立たれ建築学及び都市言十

画論その他の教授 研究に励まれ、また、

国際的に活動されるとともに、後継者の

育成にも力を注いでこられ、我が国建築

界の第一人者として活躍されました。

この間、先生は数々の建築設計に携わ

りその作品群は日本建築界に大きな束J激

を与え続けられ特に昭和四二年のカナ

ダ モン トリオール万国博 (日 本館)の
建築は、日本の伝統美をみことに結晶さ

せた作品として世界的な注目を集め、そ

の年度の芸術選奨文部大臣賞を受賞さ

ll、 国の内夕|における建築家としての地

位を揺るぎないものとされました。また、

昭和五九年には国立歴史民俗博物館の建

築設計に対し、建築における正当なモダ

ニズムを継承する者として、また理論と

実践との調和の優秀さは、国際性を帯び

た作風とともに建築界に大きな影響を与

えていると高く評価さll、 日本芸術院賞

を授賞されました。

先生は、建築を単に建造物としてみる

のではなく、都市計画、環境論のなかで

的確に把え、特に (街並みの美学)を発

想源にして数多くの作品を発表されてき

ましたが、その具体的な理論を著作 F街

並みの美学Jと して昭和五四年に刊行さ

れ、その発想と理論は建築界はもとより

広く文化界一般に新鮮で強烈な文化論

文明論として受けとめ l―lれ、好評を博 し

ました。この著作は、世界各地を調査取

材され、三十年に及ぶ長い年月のテーマ

追及を結実させたもので、その成果によ

り毎日出版文化賞を受賞されました。こ

のほか「続街並みの美学J「隠れた秩序―

二一世紀の都市に向かつてJなどの著作

やEll訳 によつて斯界に大きく寄与されて

きました。

一方で先生は、日本建築家協会会長、

-2-

日本芸術院長 犬丸 直様

日本建築学会会長を務めたほか、昭和五

九年建築と美術工芸を結ぶ唯一の組織で

ある日本建築美術工芸協会を設立し、以

来会長として同協会を束ねてこられまし

た。水年にわたるこうした多くのこ功績

により、昭和六三年十二月には日本芸術

院会員に推挙されました。さらに平成元

年に、勲二等瑞宝章、同三年には文化功

労者、次いで、同十年には文化勲章の栄

_― に浴せられました。

建築学会賞をはじめ各種建築コンペの

審査員を務めるなど、わが国建築界の重

鎮として第一線にあつて活躍されるとと

もに世界各国の著名な建築家との交流を

深められ、国際的にも信頼と名声を得ら

llて きました。

今後とも末長く我が国建築界の第一人

者であり、貴重な存在として、こ活躍い

ただけるものとこ期待 していましたとこ

ろ、突然幽冥界に旅立たれたとの報に接

し、痛恨胸に迫るものがあります。

日本芸術院は、ここに先生のこ逝去を

悼むとともに、生前の多大なこ功績に対

して限りない尊敬と感謝を捧げ、謹んで

弔辞を呈 します。



餃 鰈塚絋薇雹燿覺膊

弔 辞

芦原義信先生の御霊に、謹んで衷悼の

意を捧げさせていただきます。

今年の春、こ自宅へお見舞いにお伺い

した折には、お元気なこ様子で安心 して

おりましたが、こ逝去の報をお聞きして

果然といたしました。日本建築界の重鎮

として、まだまだ私たちを見守つていた

だきたいと、思つておりました。

どんな会合でも、先生がちょつとだみ

声の大きな声で話されますと、席がいつ

ぺんに明るくなりました。また軽妙洒脱

なこ挨拶や乾杯の音頭で、いつも会を盛

上げてお _lれ ました。そうした先生のこ

活躍振りを、私は止まることを知らない

高速回遊魚のようだと申し上げたことが

あります。その声原先生がおられなくな

るとは、いまだに信 じられない思いで胸

がいっぱいです。

芦原先生が日本建築界の近代化に果た

された役害Jは、まことに大きなものがあ

りました。建築塚としてのアメリカ留学

に先鞭を付けられ、その後の豊かな国際

経験を踏まえて、日本の建築が欧米に伍

していく自信を、私たちに与えてくださ

いました。「ビー オ リジナル 1ビー

クリエーティブ |」 というお元気のよい

言葉に、先生のお考えが端的に言い表さ

れていました。

建築家としての処女作である「中央公

論ビル」が日本建築学会賞を受賞された

のは、先生の建築家としての天稟の資質

ギ
・

  ll
l轟

によるものであるとはいえ、稀有なこと

でした。その後の設計活動も順調に王道

を歩まれ、東京オリンピックの「駒沢オ

リンピック体育館J、 数寄屋橋の「ソニ

ービルJ、 芸術選奨文部大臣賞受賞の「モ

ン トリオール万国博 日本館J、 日本芸

術院賞を受賞された「国立歴史民族博物

館」、それに「富士フイルム本社ビル」、

「第一勧業銀行本店J、 「金沢市文化ホー

ル」、「東京芸術劇場Jなど、心の記憶に

残るすばらしい建築をつくり続けてこら

れました。

また設計活動だけではなく、法政大学、

武蔵野美術大学、東京大学での教授とし

て、さらに海外の大学でも客員教授とし

て後進の指導に当たられ、「街並みの美

学J「外部空間の設計」「隠れた秩序Jな
ど、都市と建築の関係を研究した著書を

出版され、学術面でも大きな功績を残さ

れました。

アーキテク トとして、プロフエツサー

としての優llた指導力は、日本建築家協

会会長、日本建築学会会長を歴任された

ことにも現われています。芦原先生のほ

かには、いまだ両会の会長を歴任された

建築家はおられません。とくに日本建築

学会会長としては倉」立 100周年記念行

事の任に当たら rl、 「開かれた学会Jを
モットーに掲げ、建築の文化的意義を社

会に大きくアピールされました。そして

長年、日本建築美術工芸協会会長として、

関連分野との交流にも尽力され、建築界

最高の賞である日本建築学会大賞を受賞

されておられます。

また先生は、数々の建築コンペの審査

委員長として、建築文化の発展に大きな

役害」を果たされました。私も、北九州メ

ディア ドーム コンペや、横浜国1祭客船

ターミナル国際コンペをはじめ、数多く

のアイデイアコンペ、高松宮記念世界文

化賞の選考などでお付合いをさせていた

だきましたが、それらも、いまとなつて

は懐か しい思い出とな って しまいま し

た。

こうした芸術 学術面にわたる幅広い

偉大な功績に対 して、日本芸術院会員に

推挙さ/11、 文化勲章を受章さltる ととも

に、世界各国からもさまざまな賞を受賞

さllています。

先生のこ逝去によつて、ぼっかりと空

いた大きな穴を、残された私たちはどの

ように埋めていつた らよいので しよう

か。

先生の教えに従い、クリエイティブな

建築、開かれた建築を目指すことが、私

たちのせめてもの責務だと思つておりま

す。

幸い、こ子息の芦原太郎さんは、建築

家として国内外で活躍されるようになつ

ておられますので、必ずや先生のこ遺志

を受け継がれることと思います。

芦原先生、心安らかにお体みください。
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儡逹瘍憑・――鰊
aaca理事

(株)久米設計 代表取締役社長
OKAMOTO MASARじ

岡本 賢

東京都江東区潮見2-1-22
TEL03-5632-73]]

フレジ渉ジャトーヘ蜀糠

恵比寿ガーデンプレイスの中央に、何

故フランスのシャ トーがあるのか度々質

問されてきました。その度に曖昧な答え

をしてきましたが、計画当初の様々な検

討の中でこの計画、この地域全体を象徴

するシンボル性が必要となり、何故かと

人々が思い、その光景にとらわれ、その

風景に魅惑される何ものかが必要で し

た。一般的には象徴的なモニュメン トを

置いたりという例が多く、またヨーロッ

パに旅 しますと広場の中央にみことな噴

水があり、空間を引締めています。都市

の中で彫亥」やモニュメン トは、空間の質

と性格を決める重要な要素となつていま

す。我々の計画チームは∃―ロッパのひ

だの多い陰影に富んだ都市空間に魅せら

れ、計画の中心に広場を倉Jり 、存在感の

強いモニョ_メ ン トを模索 していました。

そんな所へ食文化の象徴としてワインと

レス トランをアピールする事業計画が提

案され、フランスのシャ トーをそのまま

この地へ転居させようと試み、ロアール

川沿いに点在する 10ヶ 所以上のシャ ト

ーを調査する事になりました。フランス

でもシャトーを維持 していくのは大変な

事で、多くは廃屋に近い形で放置さ/11て

いたり、プチホテルとして細々と存続 し

ている物ばかりでしたが、その姿は魅力

的で彫亥J的で存在感を感 じさせる物ばか

りでした。その一つと実際に買収交渉に

入りましたが、古建築は文化財と見なさ

れ、解体搬出は不可という行政庁の判断

で未遂に終りました。

それにしてもそのモニュメン ト性は強

烈で、他に代えられない思いが強まり、

新たに設計して全て現地産材で建築 した

のが現在あるシャ トーです。出来_上がっ

た空間は多くの方々に見て頂いていると

思いますが、現代建築の巨大な壁に囲ま

れた正面に、古典的な彫刻のようなシャ

トーが小さく置かれている広場は、何と

なくシュールで不可思議なイメージが出

来たのではないかと思つています。

そして何故シャ トーなのかと多くの人

に問われ、キッチュだとか、多くの批判

があつたり、女性の方々からは概ね好評

であつたりとか、様々な反応がでて、や

はリインパク トが強く、その存在が恵比

寿ガーデンプレイスになつたのだと実感

しています。

建築もやはリーつのアー トワークなの

です。実際に調査 してきたシャトーの写

真を見て頂きたいと思いますが、なんと

魅惑的な姿をしている事でしょうか。生

活の場がそのまま芸術作品なのです。

シャトードロジエール

■1嬌_卍 _讐
| |ギ111:|  |

シャトードラヴリラジェシャトータセイ

ltitふぶ黒轟ぶ雛響獣
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儡鶉瘍餃…儡

幸繭プ戦ジ孟ク ト

近年中国でのプロジエク トにかかわつ

ている。その中でも最初の広州市国際会

i義展示場が 10月 に正式オープンした。

4年前 に華南地区の中心都市 広州市

で、世界最大規模 (全体計画で延60万

m´)の展示施設が計画されていた。そ

の設計者選定にあたり、国内外 12社の

設計事務所が指名された国際コンペが行

われ、幸い、当選を果たしたプロジエク

トだ。

その提案にある、広州市の中心を流れ、

敷地に隣接する「珠江Jわ ら`穏やかに吹

き込む風=「瓢Jのイメージから喚起さ

れる、やわらかな外観デザインや水と緑

の環境計画などが評価さ771た と言う。

その案を具現化するための設計 監理

プロセスは、日本では考えられないこと

が数多く起こつた。最初の契約時では、

中国の諸制度が確立 していない部分も

多々あることから、条項の細部に渡る協

議に時間と神経をすり減 |~lす 八一 ド ネ

ゴシエーションとなつた。

設計プロセスでは、中国国内の設計事

務所との合作 (J ∨)の実務調整に苦

労した。ただ、デザイン上重要な部分の

ディテール作成などは地元に任せずに、

自ら直接担当し提案デザインを深化 発

展させた。

工事面では、分離発注方式の工事施工

が行われているため、各工事の「はざまJ

の調整や専門メーカーとの主にデザイン

上のデイテールの話めなどに時間は取ら

れたが、予想以上に協力的で、技術力も

高かつたのはE日 象に残る。

このように、契約から設計監理面全て

にわたつて苦労の連続ではあつたが、完

成した建物は心配 していた施正面では、

鉄骨工事や内装工事も良いものであつ

た。

周辺の環境整備の充実さも特筆すべき

であろう。広場、植栽、墳水、水と緑の

ウォーターフロン ト、樹間駐車場、サイ

ン (GKデザイン)な どの整備は目をみ

はるものがある。我々の提案に従い、市

の積極的バックアップのもとに施工され

たものだが、建築がよリー層引き立ち、

外部空間を含めた、水と緑の展示「環境J

が創出さllた のも日本ではなかなか経験

の出来ない出来事であつた。

外観 瓢

一
鶴

111

一慾

エン トランス音Бキヤノピー
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鼈鶯瘍鑽鍮…ざ
版画家 日本版画協会会員
KUSAくA KENJI

日下 賢二

相模原市東大沼2-18-3
1EL042-741-0814

鍍灘と膏蕎

敗戦直後日本は、それまでJβ圧されて

いたものが一気に吹き出したように、文

化の面に於ても我が郷里岡山県津山市も

熱い風が吹き荒れていた。当時学校が夏

体みに入ると毎年それぞれの学校で市内

在住の画容が必ず絵の夏期講習会を開い

ていた。小学四年生頃から私は講習会楽

しみに毎年参加 していた。

私が、版画家を志すきつかけとなった

昭和二十四年の講習会、講師の一人に津

山出身の創作版画琢永ネし孝三氏がいた。

先生は戦火をのがれ郷里津山に疎開 して

いたのであつた。

この講習会を期に、私が昭不□三十三年

に上京するまでの数年間私は先生にこ指

導を受けた。その間私は寝食を忘れ版画

作りに没頭の明け暮れであった。が、や

がで私の内部に得体の知れない何にかが

しのびより、無気味な影を落としていた

のである。当時日本にも抽象絵画の嵐 し

が吹き荒れていた、まさに抽象の全盛期

であつたのだ。

何時の間にか私も青春と云う多感な年

齢にさしかかっていた、私は打ちのめさ

れ同時に憧/1tた のだつた。

これまでの自分の表現に疑間を感 じし

だいに鬱屈し、出口のない苦悩のやるせ

ない日々一。

私は、ひそかに郷里を捨て上京するこ

とを決意し上京 したのだつた。

だが私の青春時代の挫折は、まさにひ

とつの巨大な壁であった。東京での戦い

-6-

は生活もさることながら、寝食を忘れ没

頭 していた頃の作風を否定 し、し71Jしそ

の先が見えない苦悩の連続の日々であつ

た。が、あるきっかけで竹林、竹のイメ

ージをつかみ、くり返しくり返 し制作 し

ていく内、しだいに薄皮を剥ぐように希

望と光を確かな形で全身に感じ取ること

ができたのであつた。それが私の垂直に

よる作品の誕生であった。

垂直が除々に斜線へと変化 していっ

た。更に、私が郷里でこよなく愛した風

景山畑があつた。

褐色の土が曲線をなしていく重にも交

差 し頂上までうねり、空にとけ込んで行

く。この風景は私が曲線で表現する源点

となつている。

希望の彼方へ
予感95-2 本版 55× 79om 1995
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aaca会員

住文化を考える会 1主宰
MIYAZAI A SI¬ OUHEI

宮 澤  昭 平

躙
‐
貶薔艘雪嵩輩¬8

イ主文化とは{可か ?
これからお話をします住文化とは衣食

住の住の部分に関する文化のことです。

日々生活をしている住いの文化、一戸建

住宅又は集合住宅における文化です。戦

後流行 しました文化住宅や文化生活や長

屋文化談義のことではありませんc

衣食住の衣と食については価格を別に

して品質 数量 価値ともに満足です。

衣と食については先進国を既にクリアー

して世界の トップレベルにあります。

百貨店 ショッピングセンター ブラン

ド店 諸外国に行けば判断できます。

ホテルレス トランに行けば判明し 専

門店に行けば、世界の商品が買えます。

世界の文化を吸収 して、日本独自の新 し

い衣食文化を、倉J造 しつつあります。

住 (住い 住宅 住居 ねぐら)は衣

食と逆比lblし て大幅に見劣りがします。

一戸建住宅会社とマンション分譲会社は

戦後の高度成長で共に成長 しました。大

量に住宅を供給 しましたが、文化につい

ては、議論されて来ませんでした。供給

側の商品企画と建設販売 (大量生産大量

販売)で規模は巨大化 しました。ここに

来まして、需給バランスの変化と意識改

革による変化が出てきました。

平成 12年 10月 、品確法の施行 によ

り、品質1生能表示が義務付けられました。

其れより21世紀の住宅は本物志向の風

潮 (百年住宅)が芽生えてきました。土

地 建設 金利 資材 作業の全ての面

でコス トのl■L下 り顕在化 しました。住文

化を十分に取り入れた優良住宅を建設す

るチャンスの至」来となりました。住宅20

年 集合住宅30年で建替えの時期にき

ている建物が多数あります。F今度改築

するなら親了孫まで三世代住める百年住

宅を建てたい』二―ズ。F今度改築する

なら日本の住いの和風の文化を力]えて建

てたいJウ ォンツ。田舎に育つた人は子

供の頃に生活 した田含の大きな住宅が懐

かしくなります。田合には農耕民族とし

て田畑を耕 して生活 した歴史と文化と風

習があります。

住はこれで良いのか? 文化はあるのか?
F住文化Jのディスカッションをしよう |。

「住文化を考える会』に参加 しよう 1。

F住文化クラブJに参加 しよう |。

縄文文化 弥生文化そして奈良文化、

織田信長の戦国時代の文化 豊臣秀吉の

安土桃山文化、徳川 _P li康 による天下統一

後の江戸幕府に育まれた日本の文化は、

徳川十五代将軍徳川慶喜の大政 奉還

(186フ年 11月 )に より変わつて しま つ

た、明治新政府成立は西欧文化を取り入

れた洋風化が推進された、その後第二次

世界大戦の敗北、更にバブル後の経済の

退潮等により、日本古来からの住文化は

著 しく変化変質変貌 して しまつた、「文

化の議論いたしましょう |』 っ

問題提起 !

三世代住める百年住宅「二一ズ‖日本

の和の文化を加えて建設『ウオンツ』.

住文化のあ り方は生活者 (住人)で ある

(中身の問題 )。 変わ _lないものは不動産

(土地)で ある (動かぬ問題 )。 変わ り得る

もの は建築物 (建 物)で あ る (施 工の 問

題 )。 住宅 (家 )は

'肖

耗品になつてはならな

い (建築美術工芸品 )。 住宅 (家 )は 寄宿舎

になつてはならない (永住定宿文化舎 )。

住宅 (家 )は仮設舎になつてはならない

(本建築伝統建物 )。

調査分析評価 。開発企画誘致 !

100年持つ住宅を調査分析研究開発

しなければな らない。木造でも 100年
持つ住宅を開発建設 しなければな らな

ti。 気候風土と四季を呪み見据えて建設

しなければならない。建築物 (建物)の中

身こそ文化 藝術であり価値である。建

物構築推進するのも理解する人 (ひと)

の問題である。理解する人を増やすには

ディスカッションする事である。

気候 l■l土 (四季折々の季節感覚 旬

芽生え 花鳥風月 )。 行事 (儀式 習わ

し 仕来り 所作 作法 法会 会合 )。

伝 統 (風 習 制 度 思 想 学 問 藝

術 信仰 培い伝え )。

住の和の心を求めて !

明治以降 :和から洋へ。

21世紀 :洋から利へ。

本年は紀元 (皇紀)2663年である。

本物の文化と歴史と伝統は受け継がれ

ているのか。

本人自身として文化を後世にきつちり

と告げることができるのか。

本当の住文化はデイスカッションによ

り理解され育まれ再発見される、と信ず

る。

写真 :第 1回住文化を考える会

ホテルオークラのスナップ (2001227)

中央奥 オークラオリジナル地ビールサーバニ2台

醸造 ホテルオークラ福岡 ブルワリー。

地ビールプラン ト。

種類 Go d Pisner/Kupfe「 Weセ en

右から 大崎磐夫氏 清水重男氏 宮澤昭平 手前 中村達夫氏 話中 清水重雄氏と宮澤昭平 右 大崎磐夫氏
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aaca会員

和紙彫塑家
UCHIUMI KIYOHARじ

内海 清美

東京4'青瀬市元円J2-24-22
TEL0424-92-9591

宣満鞠轟 `甕術 1通 よる源薦物轟

「いづ/71の 御時にか。Jではじまる「源

氏物語 1。 引目鉤鼻の表情で描かれた国

宝『源氏物語絵巻』。いずれも日本を代

表する物語と絵巻物で、前者は文字、後

者は絵画です。私はこの二つの要素を融

合し、より強く見る人の感性に訴える美

術形式を探索 してきました。そねが「空

間物語芸術」です。

和紙での人がた表現を、私は彫亥J造形

として捉え、開多塑」と呼びます。開多塑J

は彫亥J技法の一つで粘土で塑形 し、人物

の内面をとらえた量塊的存在美の表現で

す。私は、内面から生れる動勢 (イ ンモ

ーション)の一瞬をとらえ一気に凝縮さ

せる造形を心掛けます。それ故、動かな

い彫塑が見る人の内であたかも自在に動

き出すのです。またこれらが群体になる

と、重層的な物語イメージが生れ、群像

美が成立 します。各ステージを彫塑群と

背景の和紙タイルのモザイク画で三次元

に構成し、鑑賞視野を無限に拡大 したの

です。

人物の表現では特に瞳 (黒 目)を作り

ません。これはそのキャラクターを特定

せず、見る人のイメージに主体を置いた

からです。

自い和紙素材の考察。和紙は光を内部

に吸収 し、にじみ出すようにそれを解き

放ち、表面の都の変化で多彩な陰易美を

醸し出し、このフラジャイルな情感が「も

ののあわれJを一層増幅させます。しか

し、源氏物語の衣裳、四季の行事、風物

は豊かな色彩に満ちていますがあえて自

で表現 します。「白い色Jは観る人にあ

らゆる色を連想させ、豊かな本当の色を

想起させると考えます。

ところで、彫塑 した女たちは皆苦 しみ

をたたえていました。私はこれを男の煩

1図 と女の理性の葛藤 としてとらえま し

た。この物語で紫式部は女の解放を訴え

ていたのです。

この内容も含め、イメージを増幅、拡

大させてくれる自い和紙と瞳のない彫塑

群で演出された三次元物語、これに照明

と音楽の力を加え新 しい幽玄美の空間物

語芸術『源氏物語』を作り上げました。
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蝙鰊躙靱鼈濶勒恣碧辣濶丁
aaca調 査研究委員会委員、情報委員会副委員長
アー トフロン トギャラリー
ISH‖ HIROMI

石丼 博美
東京都渋・1区猿楽:T29-18 `ル リイ ドテラスA棟

TEL03-3476-4868

「里山とアートを見てきました」

8月 の24、 25日 に協会設立 15周 年

記念企画事業の一つとして「大地の芸術

祭 越後妻有 アー トトリエ ンナ ー レ

2003J見学会が36名 の参加をみて行

われました。一泊2日 の小旅行は越後湯

沢からバス2台に分乗 し、昼間のほとん

どの時間を乗り物の中で過 c~す という八

― ドなものでしたが、参加者は里山に展

開する作品と生活の数々を充分に楽 しま

れたようでした c

新潟県が県内の広域地区振興策として

「里倉JプランJを lJち 出 したのが 1995
年です。新潟県内部長野県境の十 日田『

市 川西町 津南町 中里村 津南町

松之山町からなる「妻有地区J6市町村、

フ62k膚、人 ロフ8,000人 はアー トを

契機とし、地域作りの連携をはかる「越

後妻有アー トネックレス整備事業Jと し

て 10年にわたる事業に着手 しました。

その内容は、

1)旅 行者、住民による地域の特徴、

良い物探 しのための写真とコ トバによ

る [ステキ発見J

2)広 l・tの連携と修景のための「花の

道」づくり。

3)地 域の交流、発信、展望づ くりの

ための拠点としての「ステージJづく

l‐ c

4)も ともとある道路、公園、コテー

ジ事業にアー トを可能な限 り導入す

る、ステージにアー トを活用する、そ

の他に独自の予算を組み、すべてを三

年に1回 アー トトリエンナー レ「大地

の芸術祭Jと して発表する。

というものです。

4)で挙げ l―lれている第 1回 の「大地

の芸術祭 越後妻有アー トトリエンナー

レ2000Jは2000年 に行 わ れ、美 術

が地域振興の中心的な役割を担う試みと

して世界的な話題となりました。第2回

目の開催となる今回は三つのステージも

整備されて前回を上回る規模となり、社

会 行政的な視点からも文化 美術的な

視点からも注目される事業であると考え

られる事から、調査研究委員会において

見学会が提案さねました。それを受けて

協会設立 15周 年記念企画事業の一つと

して実施されたものです。
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鶯隋蝙鰈又鱚絋饂顆鶉扮饒
aaca理事

KOBAYASHI HARUHIT0

小林治人

東京都調布市染地 1-10-72

群越後嚢甕7-― 卜卜瘍_W_ン参―‐・・レ鮫蜻輪翁見学会 |こ参鸞して週

平成 15年 8月 24日 、AACA法人化 15

周年記念企画事業として実施された「大

地の芸術祭 越後妻有アー トトリエンナ

ー レ2003J見学会 に参加する当協会

の参加者36名 は」日越後湯沢駅東口に正

午集合 した。参加者は、道路事情から2

台の小型バスに分乗 した。

解説は1号車石丼博美さん、2号高橋

園子さん (お二人ともアー トフロン トギ

ャラリー所属)に していただいた。

見学 した成果について結論か ら言 う

と、「美景倉J造」を標榜 tノ 、隔隻景家」と

自称する私の立場から言えば、全体的に

大変心地よい刺激を受けることが出来

た。

何が、なぜ心地良かつたのか考えてみ

た。溢れるばかりの緑、信濃川の河岸段

丘に展開するlll田 と里山、これらの地域

の大地を熟読 して、作家の感性と地域環

境が融合 して、正に美景を表現していた

「盆景にむかう人の景」

からである。「設景Jの概念は、人と大

地の関係を科学的 生態的に理解 し、そ

こに芸術的な感性を調和融合させること

である。と考えてきたがそれが実現 して

いることを実感できたからである。

今までは芸術作品の多 くは美術館の

中、あるいは都市街路などに展示される

ことが多く。人工的な空間に、光など人

工的な演出によつて作品の価値を増幅さ

せることが中心であつたものが、ここで

は緑の大地がキャンバスになり、移り変

わる季節、天象、人々の営為が綾なして、

空間的にもスケール感があつたというこ

とである。単に視覚的な美 しさばかりを

追求するのではなく、目に見えない地域

の大地 地域の住人の物語が織り込ま ll

ていた。この試みは、表層的な見え方の

みに作家が気をとられた場合、粗大ゴミ

と呼ばれる危険も内包 しているcしかし、

今回触れた作品は、地域の人々の参加を

促 し、通常アー トと関係が無いと考えて

いた多くの人々に、アー トする目を見開

かせ、ものづくりの楽 しみに目覚めさせ

た。古郡弘氏の (盆景―)は地域人との

協働の成果としてE日象的であつた。会期

後は取り壊されると聞いたが、そのこと

によつて、心象風景として参加 した地元

の人々、作品を見た人の心の奥に記憶さ

れることによつてさらに意義深い作品と

なる。

いずれにせよこの催 しは、今後の美し

い国土運営を推進する上で先駆けとな

り、新鮮な刺激を世界に向けて発信する

だろう。人類の移tfJ手段が進む中、移動

文化 観光拠点としノて、人々を引き寄せ、

地域づくりにも貢献するだろう。総合デ

イレクター、JЫ ‖フラムさんはじめ関係

者のこ努力に敬意を表 し報告とします。

お世話になつた皆様に御礼申 tフ 上 |り'ま

す。
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15周年記念事業参加者

鰤 輛 薫篤:1書    澤
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アー トアツシエイツ八腿
KURAMOTO KIKUK0

倉本紀久子

東京都千lt田区九段南2 2-8-410
TEL03-5213-5453

「大地の芸術祭―越後妻有アートトリエンナーレ2003」 から

かささぎ (鵠)は朝鮮半島、台湾、北

九州に生患し、別名朝鮮鳥ともいうカラ

ス科の鳥である。津南田](つなんまち )

上野 (う わの)集落の「かささぎたちの

容Jは韓国のキム クー八ン (金九漢 )

による作品で、 トリエンナーレの作品を

巡りながら坂道をのぼつていくとふいに

現れる小ぶりな建物である。かわいらし

い花の咲く庭の真ん中におとぎ話に出て

くるようなふしぎなかたちをした小屋が

しつらえられており、屋根にはかささぎ

たちが翼を体めている。庭の周囲にはせ

せらぎが流れ、水車が回リメダカが群れ

をなして泳いでいる。構造体は一ヶ月か

けて丸こと焼かれた陶製で、「森羅万象、

天地本虚Jの物語が壁に描かれている。

手跡の温かさが伝わつてくる小屋は外か

ら見てきもちよく、中に入つて居心地の

よい造形で、ここを訪れた人たちすべ

て一―こどもからおとなまで が楽 しめた

のではないだろうか。どこかにありそう

でどこにもないその風景は、なぜわⅥ裏か

しい気分を人にもたらしてくれる。

聞けばこの建物の原材料は津南田]の土

で、制作 焼成にあたつては地元住民や

ボランティアのこへび隊合わせて約30
人が協力 したという。作品作りにかかわ

つた集落の方から直接話をうかがう機会

を得たが、試行錯誤を重ねたこと、作家

と住民が知恵を出し合つたこと、交代で

窯番をしたことなど、作家と協働で作品

を作り上げたことへの満足と喜びがその
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言葉から伝わつてきたものだ。「大地の

芸術Jというコンセプ トが、ここでは人

と土地とが一体となつて実現されていた

ように思う。懐かしさを覚えるのはその

ためだ。

七夕の夜、牽牛と織女はかささぎが翼

を並べて天の河に架けるという [かささ

ぎの橋Jを渡って出会うといわれている

が、「かささぎたちの家」は作家と地域

住民や訪ねた人たち、韓国と日本という

ように、多様な背景を持つた人々や異文

化が出会う場所、架け橋となつていた。

今回私が見ることのできた四十余作品の

なかでも特異な成功 ltlと して取りあげた

ゆえんである。
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社団法人日本建築美術工芸協会15周年記念展覧会
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ご挨拶

21世紀、日本は世界を凌驚する繊細な感性に恵まれた国民的資質を生か して、文化大国として世界の平和に貢

献することであるとする意見が聞かれる昨今です。

わが国文化活動の先駆的組織であるaacaで は、設立15周年を記念 して “技 ,業"展を別紙ご案内の内容で開催

することといたしました。aaca賞 ・芦原義信賞受賞作品のほか文化庁海外派遣作家作品、会員作品、法人会員の

斯界を凌駕する技と業を展示 して、出展作家と法人会員の存在・実績を広 く社会に紹介することを意図 したもの

であります。

15周年記念事業実行委員長

近 江  栄

作品搬入日時 2004年 2月 5日 (木)9100～ 17100ま で 展示設置 13:00～18:00
搬入場所 江戸東京博物館 1階会議室

展示期間   2004年 2月 6日 (金)～ 12日 (木)9:00～ 17:00ま で

(木・金曜日は22:00ま で開館 9日 は休館 )

展示場所   江戸東京博物館  1階 会議室

主 催    社団法人 日本建築美術工芸協会

共 催    江戸東京博物館 (財団法人東京都歴史文化財団 )

FAX03‐3626Ⅲ8001)(東京都墨田区横網1‐4‐l TEL03‐ 3626‐9974

後 援    文化庁・日本建築学会

オープニング′トティ 2004年2月 6日 (金)17:00 場所 :館内レス トラン

CI●‐ 会員ヽ募集

1  応募要項

江戸東京博物館展示 aaca賞・芦原賞受賞作品・文化庁在外派遣作家作品「会員作家作品

法人会員の技・業作品:会員のコラボレテション作品

協会では会員を募集しております。

お知り合いの方をご推薦ください。

詳細は事務局まで ‐

お問い合わせ03,3457・7998


